
平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日) 

平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、米国経済の急減速が与える世界経済への影響により景気を支えていた輸出も伸び悩

み、原油、原材料の高騰等企業を取り巻く環境悪化によって、企業部門を中心に弱さが目立ち、ガソリン価格や食料品・日用品の価格上

昇により、個人消費も盛り上がりに欠け、景気は後退色を強め、行き先に対する不透明感が一層増してきました。当業界におきましても、

景気の減速感が深まる状況下、堅調さを維持した民間設備投資も失速状態となり、厳しい経営環境が続きました。この様な状況下で、連

結売上高についてはＩＴ関連分野の設備投資の減少により当初予想を下回るものの、販管費についてはおおむね予想通り、助成金収入

などの営業外利益の計上もあり、損益につきましては、ほぼ予想通りとなる見通しであります。 

 今後の見通しにつきましては、景気後退がさらに深まる国際的な経済環境下、国内外のＩＴ関連分野及び自動車関連市場の設備投資需

要の減退により市場が更に縮小する見込みであります。また、急激な円高により海外子会社の損益が悪化する可能性があります。この様

な環境下、主要製品である真空機器（コンバム）において大口顧客の需要減少、同業他社との競合が激化し、販売数量、販売価格両面で
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年5月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,637 210 205 119 14.84

今回発表予想(B) 1,483 198 204 115 14.40

増減額(B-A) △154 △12 △1 △4 ―――

増減率(%) △9.4 △5.7 △0.5 △3.4 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

1,509 221 217 121 15.12

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,319 461 452 253 31.56

今回発表予想(B) 2,608 160 162 84 10.51

増減額(B-A) △711 △301 △290 △169 ―――

増減率(%) △21.4 △65.3 △64.2 △66.8 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

3,020 456 440 238 29.74

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,563 190 184 101 12.68

今回発表予想(B) 1,409 180 190 103 12.96

増減額(B-A) △154 △10 6 2 ―――

増減率(%) △9.9 △5.3 3.3 2.0 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

1,414 193 206 119 14.94

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,150 404 410 218 27.30

今回発表予想(B) 2,457 155 163 88 11.05

増減額(B-A) △693 △249 △247 △130 ―――

増減率(%) △22.0 △61.6 △60.2 △59.6 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

2,880 399 415 227 28.40
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より厳しい状況が予測され、経営環境は従来にない厳しいものとなることが予想されるため、個別業績予想とともに連結業績予想を修正

するものです。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の

実績等は、業績の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。  

  
以 上
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